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あらまし：障害者の権利に関する条約第 2 条により、合理的配慮の必要性が述べられている。書字に対す

る配慮として文字の入力にコンピュータを使用することが考えられる。しかし、既存のキーボードは漢字

変換・予測変換機能が高性能であり、合理的配慮として認められない場合が多い。また、特別支援では iPad
が広く用いられているため、必要最低限のかな漢字変換機能を持つ iOS 用のキーボードアプリケーショ

ンが必要であると考え開発を行なった。 
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1. はじめに 
1.1 研究の背景 
 令和 4 年 12 月に発表された、文部科学省による通

常学級での配慮の必要な児童生徒の調査結果(1)によ

ると、現在日本には、知的発達に遅れはないものの、

学習面に著しい困難を示す児童・生徒は、小学校・

中学校では 6.5%、高等学校では 1.3%存在すると報

告されている。このような知的発達に遅れはないも

のの文字の読み書きに限り困難を示す障害のことを

学習障害(限局性学習症)、また小児期に生じる特異

的な読み書き障害は発達性ディスレクシアという。

発達性ディスレクシアについて厚生労働省(2)では以

下のように述べられている。 
 
  小児期に生じる特異的な読み書き障害は発達性デ

ィスレクシアとして知られ、知的な遅れや視覚障害

がなく十分な教育歴と本人の努力が見られるにもか

かわらず、知的能力から期待される読字能力を獲得

することに困難がある状態。通常、発達性ディスレ

クシアの場合、読み能力だけでなく書字能力も劣っ

ている。 
 

 この障害を持つ児童・生徒が、あらゆる試験を受

験する際には、読み書きに対しての合理的配慮が必

要となる。合理的配慮は、外務省(3)の障害者の権利

に関する条約の第二条で次のように定義されている。 
 
障害者が他のものとの平等を基礎として全ての人

権及び基本的自由を享有し、又は行使することを確

保するための必要かつ適当な変更及び調整であって、

特定の場合において必要とされるものであり、かつ、

均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう。 
 
1.2 研究の目的 

 現在この障害を持つ児童・生徒に対しての合理的

配慮は読字に対する配慮は多く存在するが、書字に

対する配慮はほとんどない。そのため書字能力が劣

っている児童・生徒が十分な合理的配慮を受けるこ

とが出来るシステムを構築する必要があると考えた。 
  既存のかな漢字変換機能は予測変換が高性能であ

るため、試験の際に使用すると解答を予測変換から

導くことが出来る可能性があることが考えられる。

それは合理的配慮とはならない。したがって、合理

的配慮を受ける児童・生徒が、他の児童・生徒より

も有利にならないよう、必要最低限のかな漢字変換

機能を持つキーボードアプリケーションの開発を行

うこととした。 
2. キーボードアプリケーション 
2.1 開発環境 

本研究では Xcode という iOS 用のアプリケーショ

ンを開発するためのアプリケーションと SwiftUI と
いうプログラミング言語を使用してキーボードアプ

リケーションの開発を行なった。 
2.2 キーボードアプリケーションの概要 

開発において重要な事項は、発達性ディスレクシ

アの児童・生徒の中には、ローマ字の読み書きを苦

手とする人々が一定数存在するため、キーボードに

ひらがなを用いる必要性があるということであると

考えた。 

したがって、本研究ではひらがなの 50 音表の形を

したボタンの配置とした。そのボタンの配置は図１

のようになっている。 
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図 1 ボタンの配置 

さらに、どのボタンをタップしているか理解が容

易になるよう、音声でどのボタンをタップしている

か伝える機能も追加した。 

3. キーボードアプリケーションの機能 
このキーボードアプリケーションでは、清音のひ

らがなの他に濁点、半濁点、小文字のひらがなを入

力することができる。そして、一文字ずつの文字の

消去を行う「消去」のボタン、文字の一括消去を行

う「全消去」のボタン、回答欄に入力した文字をテ

キストにするための「文字を確定」のボタンがある。

また、クリップボードへ文字のコピーを行い、他の

アプリケーション等に文字をペーストできる「コピ

ー」のボタン、「文字を確定」のボタンを押し、表示

させたテキストを消去する「テキストの消去」のボ

タンも存在する。 
さらに、小学校で学習する漢字のかな漢字変換を

行うための「漢字変換」のボタンを作成した。この

漢字のリストには、2020 年度施行の学習指導要領の

中の学年別漢字配当表(4)に書かれている漢字で、常

用漢字表(5)に書かれている読み方を全て追加してい

る。 
「履歴を表示」のボタンで使用した漢字のリスト

の表示も可能である。さらに、スライダーでの文字

の拡大縮小、どのボタンを押したか音声で知らせる

機能も追加した。 
4. キーボードアプリケーションの評価と考
察 

4.1 キーボードアプリケーションの評価 

本研究では、アプリケーションを実際に生徒に使

用してもらった。使用していただいたのは、学習障

害や、その他の障害を持ち、書字に対して困難を示

す中学生 3名である。その内 2名には操作説明会も

行った。１名は障害の度合いにより操作説明会に参

加することは難しいという話をいただき、キーボー

ドアプリケーションを使用していただくのみとした。

操作説明会終了後 2週間程度、冬休みの課題等でキ

ーボードアプリケーションを使用していただき、そ

れぞれの機能に対して 5段階評価で、使用感のアン

ケートに回答いただいた。結果は、それぞれの持つ

障害によって使いやすいと感じる部分が異なるとい

うことがわかった。 
 

4.2 キーボードアプリケーションの考察 

評価を通しての考察は 3点ある。 
1 点目は、発達性ディスレクシアを持つ児童・生

徒はアルファベットを読むことが難しいと認識して

いたが、今回操作説明会に参加していただいた 2名
に関しては、既存のキーボードと同様の配置の方が、

入力が容易であるということである。これは、タブ

レット等を学習で使用できるようにするために、

QWERTY 配列のキーボードで文字を入力する練習

を行っていたためである。そのため、50音表の配置

のキーボードと QWERTY 配列のキーボードで、使

用する児童・生徒自身が選択できるようにしたら良

いと考えた。 
2 点目は、漢字変換の方法についてである。現在

は、漢字を変換する際に訓読みの場合は送り仮名ま

で入力する必要がある。しかし、この方法では、漢

字変換を行うための手順が多く、モニターの方々は

困惑していた。また、実際に送り仮名がついていな

い変換方法がほしいという意見もいただいた。また

合理的配慮として使用するということを考えても問

題だと考えられる部分もあるため送り仮名のついて

いない漢字変換機能を追加する必要があると考えた。 
3 点目は、現在はひらがなと小学校で学習する漢

字のみ入力が可能であるが、カタカナや伸ばし棒な

ど、日本語の文章を入力する際に必要な文字を入力

する方法がないということである。特に伸ばし棒は、

評価をしていただくまで気づいていなかったためと

ても貴重な意見であった。実際に合理的配慮で使用

してもらうことを考えると、数字や記号、アルファ

ベットのキーボードも必要であるが、まずはカタカ

ナや伸ばし棒などの入力を可能にし、確実に合理的

配慮として使用できる教科を増やしたいと考えた。 
5. おわりに 
本研究では Xcode と SwiftUI を使用し、合理的配

慮の際に使用可能な、iOS,iPadOS 用のキーボードア

プリケーションの開発を行った。さらに、App Store 
で公開し、モニターの方に使用していただき、修正・

改善を行った。今後も継続して修正と改善を行う予

定である。 
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